
平成１５年度 第１回（平成１５年６月２７日）図書館運営協議会 会議要旨 

  

１．出席者 

運営協議会委員（９名） 

矢口委員・加藤委員・山田委員・小杉山委員・中多委員・三輪委員・埜崎委員・

日髙委員・山本委員・（欠席委員１名）奥津委員 

 

図書館側構成員（４名） 

鹿島中央図書館長・広田奉仕係長・坂井視聴覚係長・豊﨑戸山図書館長 

 

山﨑教育長 

 

図書館事務局（３名） 

佐藤管理係長・秋山管理係主査・東主任主事 

 

２．場所 中央図書館大会議室 

 

３．開会 

管理係長、開会の挨拶。 

 

４．委嘱状交付 

教育長から各委員に委嘱状が交付されました。 

 

５．教育長挨拶（要旨） 

 多様な図書館サ－ビスについて各方面から図書館の運営や図書館奉仕につい

て幅広い意見をいただくことを目的に図書館運営協議会は設置されております。 

 今期（平成 15・16年度）から公募委員である利用者代表委員が２名から４名

に増員となっており、区民の方々のご意見をより反映できる体制といたしまし

た。 

 今期皆さま方には、「図書館サ－ビスの基本的なあり方」について改めてご

検討をお願いするものです。 

 また、今年度策定に着手いたしました「新宿区子ども読書活動推進計画」や

来年度実施に向け検討しております「図書館資料のインタ－ネット予約サ－ビ

ス」についてもご意見をいただきたいと考えております。 

 

６．委員及び事務局職員の紹介（自己紹介） 



 

７．会長・副会長の選出 

 委員の互選により、会長に小杉山委員、副会長に中多委員が選出されました。 

 

８．議 題 

 

 会長挨拶の後、議題に入る。 

 

【小杉山会長】 

 本日の議題として報告事項３件と協議事項１件があります。初めに報告事項

３件について事務局から説明してください。 

 

【管理係主査】 

 報告事項３件 

  ① 図書館運営協議会の組織・運営について （資料１） 

  ② 区立図書館の概要について       （資料２） 

  ③ 新宿区子ども読書活動計画の策定について（資料３） 

 

【小杉山会長】 

 引き続いて協議事項１件について事務局から説明してください。 

 

【管理係長】 

 協議事項１件 

  ① 今後の図書館運営協議会の活動について（協議資料） 

 （なお、図書館運営協議会で今後検討するテーマについては、各委員の考えを

事務局に文書で７月 20日までに提出していただきます。） 

 

【小杉山会長】 

 これより質疑を行います。 

 

【山田委員】 

 ビジネス支援サ－ビスとは何か。 

 

【管理係長】 

 ビジネス資料のレファレンス。大学図書館の資料の活用や連携、新宿区の中

小企業の活性化の支援を考えている。 



 

【三輪委員】 

 検討項目にある新宿区立図書館の理念・役割についてと「新宿区子ども読書

活動推進計画」との関連は。 

 

【鹿島委員】 

 児童サ－ビスのあり方について検討する一環として「新宿区子ども読書活動

推進計画」についてご意見を頂戴していく。 

 図書館運営協議会のみならず、パブリックコメント制度も利用しながら広く

区民の意見を汲み上げ策定したい。 

 

【中多委員】 

 国・都の計画を踏まえてとのことだが、国の計画は評価できるが、都の計画

は後退した内容になっている。たとえば司書の適切な配置について触れていな

い。司書の占める割合も全国以下である。 

 国や都の計画にしばられるのはいかがなものか。岡山県の計画など評価でき

るものもあるが、後退している県もある。一歩でも進んだ計画にして欲しい。 

 

【鹿島委員】 

 地方分権時代であり、新宿区は都の計画にしばられるわけではないが、法の

枠組として都の計画を踏まえた上で、実行性の高い計画を策定したい。 

 

【小杉山会長】 

 新宿区子ども読書活動推進計画を図書館運営協議会で議論する効果について

は。 

 

【鹿島委員】 

 新宿区子ども読書活動計画の策定スケジュ－ルでは、９月末までに中間のま

とめ（案）を作成する予定となっている。既に庁内検討組織を設置して検討を

始めているが、庁内検討のみで決まるものではない。これを図書館運営協議会

に報告し、ご意見をいただきたい。 

 なお、私立の保育園や幼稚園にも協力してもらっている。 

 

【中多委員】 



 新宿区子ども読書活動推進計画作成委員会設置要綱から委員会や作業部会の

構成員をみると福祉部や衛生部の委員が入っており、また、作業部会の部会長

は図書館の奉仕主査であり非常に良い構成となっている。 

 

【小杉山会長】 

 「ふれあい図書館」について学校側と話し合ったのか。図書館サイドだけの

構想ではないのか。 

 

【山田委員】 

 学校の地域開放は進んでいたが、池田小学校の事件以来、安全面の問題が重

要となっている。 

 また、蔵書数からみて学校図書館を開放するメリットはどうか。 

 

【鹿島委員】 

 学校側とは具体的なことについては話しておりません。 

 

 ９．閉会 

 

  小杉山会長、閉会の挨拶。 

 

10. 教育長との意見交換 

 

   運営協議会閉会後、教育長と各委員の意見交換を行いました。 


